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誓いのことばを述べる大井川凌さん

町民憲章を朗読する清水川佳菜さん成人証書を受け取る郡司翼早さん

新成人の門出を祝う「小町夢太鼓」の皆さん
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平
成
26
年
成
人
式
が
１
月
12

日
、
多
目
的
研
修
集
会
施
設
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
は
、
平
成
５

年
４
月
か
ら
平
成
６
年
３
月
生

ま
れ
の
方
が
対
象
で
す
。

　

小
野
町
で
は
、
新
成
人

１
２
１
人（
男
性
69
人
、
女
性

52
人
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
清
水
川
佳
菜
さ
ん

（
仲
町
）の
町
民
憲
章
朗
読
の

後
、
大
和
田
町
長
か
ら「
社
会

人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
精

神
的
に
も
大
き
く
成
長
し
て
ほ

し
い
」と
、
成
人
者
に
お
祝
い

と
励
ま
し
の
式
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

次
に
新
成
人
一
人
一
人
の
名

前
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
郡

司
翼つ

ば
さ早
さ
ん（
反
町
）に
町
長
か

ら
成
人
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

平
成
平
成
2626
年 

 
 
 

成
人
式

成
人
式

希
望
を
胸
に　

華
や
か
に

希
望
を
胸
に　

華
や
か
に

成人式に参加した皆さん
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村
上
議
長
の
祝
辞
の
後
、
大

井
川
凌
さ
ん（
浮
金
）が「
小
野

町
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇

り
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
自
分

の
人
生
を
し
っ
か
り
歩
ん
で
い

き
た
い
」と『
誓
い
の
こ
と
ば
』

を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
女
性

は
華
や
か
な
振
袖
、
男
性
は
羽

織
や
ス
ー
ツ
を
着
用
し
て
緊
張

し
た
表
情
で
式
に
臨
み
、
会
場

は
厳
粛
な
中
に
も
す
が
す
が

し
い
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
ま
し

た
。

　

式
典
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て「
小
町
夢
太
鼓
」に
よ

る
和
太
鼓
が
３
曲
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
新
成
人
の
門
出
を
祝
福

す
る
よ
う
に
、
力
強
い
太
鼓

の
音
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き

わ
た
り
、
迫
力
あ
る
演
奏
に
大

き
な
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し

た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
今
後
の

ご
活
躍
を
ご
祈
念
し
ま
す
。

成人式で旧友との再会を楽しむ皆さん
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災
害
の
な
い
一
年
の
た
め
に

　
　
　
　

平
成
26
年
小
野
町
消
防
出
初
式

交通安全祈願祭の様子

　

小
野
町
消
防
出
初
式
が
１
月

６
日
、
多
目
的
研
修
集
会
施
設
前

広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
、
平
成
26
年
中

の
無
火
災
・
無
災
害
を
願
い
、

統
監
で
あ
る
大
和
田
町
長
を
は

じ
め
来
賓
の
方
々
、
消
防
団
員

に
よ
る
火
伏
の
餅
つ
き
と
、
塩

竈
神
社
宮
司
に
よ
る
無
火
災
祈

願
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
で
は
、統
監
か
ら「
平

成
26
年
も
消
防
団
員
一
丸
と
な

り
、
災
害
の
な
い
安
全
で
安
心

な
町
づ
く
り
の
た
め
、
な
お
一

層
の
精
進
を
お
願
い
す
る
」と
、

猪
狩
消
防
団
長
か
ら「
本
年
も

緊
急
出
動
な
ど
、
仕
事
や
家
庭

を
多
少
な
り
と
も
犠
牲
に
す
る

こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
は
思
う
が

『
自
分
の
地
域
は
自
分
が
守
る
』

と
い
う
精
神
で
活
動
す
る
よ
う

希
望
す
る
」と
年
頭
の
訓
示
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
25
年
中
に
分
団
管
内

の
無
火
災
を
達
成
し
た
第
１
分

団
、
第
３
分
団
、
第
５
分
団
、
第

７
分
団
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

厳
寒
期
に
な
り
、
火
気
を
使

う
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
空

気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
の
で
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
、
火
災
の
な
い
安
全
・
安
心

な
小
野
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
祈
願
交
通
安
全
祈
願
祭

　

小
野
町
交
通
安
全
祈
願
祭
が

１
月
13
日
、
交
通
関
係
団
体
の

参
加
の
も
と
、
塩
竃
神
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
一
年
、
小
野
町
内
の
交

通
事
故
が
ゼ
ロ
で
、
町
民
が
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
祈
願
し

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
心
掛
け

に
よ
り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

火伏の餅つき 出初式の様子

　

全
国
大
会
出
場
者
に
対
し
、
昨
年
12
月
18
日
、
大
和
田
町
長

か
ら
激
励
の
言
葉
と
激
励
金
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
大
会
の
出
場
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
Ｊ
Ｏ
Ｃ（
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
）

　

第
27
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　

荒
井　
　

渉（
小
野
中
学
校
３
年
）

　
　

新
妻　

綾
乃（
小
野
中
学
校
３
年
）

　
　

橋
本　

瑞
希（
小
野
中
学
校
３
年
）

　

大
会
結
果　

男
・
女
予
選
リ
ー
グ　

惜
敗

●
第
66
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会

　
　

長
谷
川
和
貴（
郡
山
北
工
業
高
校
３
年
）

　
　

根
本　

直
樹（
郡
山
北
工
業
高
校
２
年
）

　
　

宗
像　

晃
台（
郡
山
北
工
業
高
校
１
年
）

　

大
会
結
果　

１
回
戦　

惜
敗

●
第
61
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

吉
田　
　

綾（
平
商
業
高
校
２
年
）

　

大
会
結
果　

銀
賞

全国大会出場者の皆さん
　（後列左２番目から）

根本直樹さん、長谷川和貴さん
（前列左から）

宗像晃台さん、橋本瑞希さん、
新妻綾乃さん、荒井渉さん

全
国
大
会
出
場
選
手
を
激
励
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小
野
町
・
小
野
町
青
少
年
育

成
町
民
会
議
主
催
の
第
18
回
小

野
町
書
き
ぞ
め
大
会
が
１
月
19

日
、
多
目
的
研
修
集
会
施
設
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
・
中
学
生
１
２
１

人
が
参
加
し
、
学
年
ご
と
に
決

め
ら
れ
た
課
題
に
真
剣
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
見
事
な
作
品

を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
の
白
石
修
子
先

生（
福
島
県
書
写
書
道
教
育
研

究
会
・
田
村
市
立
緑
小
学
校
教

頭
）、
海
野
浩
先
生（
福
島
県
書

写
書
道
教
育
研
究
会
・
田
村
市

立
常
葉
中
学
校
教
諭
）の
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。（
敬

称
略
）大賞受賞の皆さん（写真左から）

　吉田陸人さん、清野快斗さん、新田祥大さん、

　吉田咲希さん、白石彩華さん、清野里那さん、

　阿部峻大さん

第
18
回  

小
野
町
書
き
ぞ
め
大
会

気
持
ち
新
た
に　

力
強
く

◎
大
賞

　

吉
田　

陸
人
（
新
町
小
１
年
）　

清
野　

快
斗
（
夏
一
小
２
年
）　

新
田　

祥
大
（
浮
金
小
３
年
）

　

吉
田　

咲
希
（
新
町
小
４
年
）　

白
石　

彩
華
（
新
町
小
５
年
）　

清
野　

里
那
（
夏
一
小
６
年
）

　

阿
部　

峻
大
（
小
野
中
３
年
）

◎
準
大
賞

　

長
谷
川
修
己
（
浮
金
小
１
年
）　

上
遠
野
愛
和
（
新
町
小
２
年
）　

先
﨑　

琉
雲
（
夏
一
小
３
年
）

　

長
久
保
周
子
（
夏
一
小
４
年
）　

西
牧　

良
弥
（
新
町
小
５
年
）　

長
久
保
絢
子
（
夏
一
小
６
年
）

　

先
﨑　
　

望
（
小
野
中
２
年
）

◎
特　

選

　

宗
像　
　

星
（
新
町
小
１
年
）　

草
野　
　

優
（
新
町
小
２
年
）　

佐
藤　

唯
夏
（
新
町
小
３
年
）

　

矢
吹　

葉
和
（
新
町
小
４
年
）　

大
竹　
　

楓
（
夏
一
小
５
年
）　

今
泉　

美
柚
（
夏
一
小
６
年
）

　

佐
藤　

沙
彩
（
小
野
中
３
年
）

◎
準
特
選

　

鈴
木　

崚
真
（
新
町
小
１
年
）　

松
本　

侑
桜
（
新
町
小
１
年
）　

草
野　

源
太
（
新
町
小
２
年
）

　

吉
田　

尚
生
（
飯
豊
小
２
年
）　

佐
藤　

陽
向
（
浮
金
小
３
年
）　

藤
井
万
佑
子
（
浮
金
小
３
年
）

　

鈴
木　

恵
梨
（
新
町
小
４
年
）　

先
﨑　

美
咲
（
新
町
小
４
年
）　

今
泉　

綾
霞
（
夏
一
小
５
年
）

　

大
楽　

智
哉
（
新
町
小
５
年
）　

藤
井　

嵩
大
（
浮
金
小
６
年
）　

横
田　

栞
里
（
新
町
小
６
年
）

　

上
遠
野
萌
恵
（
小
野
中
１
年
）　

赤
坂　

菜
摘
（
小
野
中
２
年
）

◎
秀　

作

　

阿
部
美
緒
理
（
新
町
小
１
年
）　

大
竹　

雄
大
（
夏
一
小
１
年
）　

佐
藤　

成
美
（
新
町
小
１
年
）

　

藤
田　

は
な
（
新
町
小
１
年
）　

遠
藤　

美
空
（
浮
金
小
２
年
）　

坂
本
伊
武
稀
（
新
町
小
２
年
）

　

遠
藤　

渚
央
（
新
町
小
３
年
）　

佐
藤　

生
美
（
新
町
小
３
年
）　

西
牧　

冬
華
（
新
町
小
３
年
）

　

吉
田
帆
乃
花
（
新
町
小
３
年
）　

大
竹　

拓
己
（
夏
一
小
４
年
）　

坂
本　

和
海
（
新
町
小
４
年
）

　

生
天
目
洸
星
（
浮
金
小
４
年
）　

吉
田　
　

彩
（
飯
豊
小
４
年
）　

郡
司
遼
太
郎
（
夏
一
小
５
年
）

　

佐
藤　

爽
良
（
新
町
小
５
年
）　

二
瓶　

那
菜
（
新
町
小
５
年
）　

長
谷
川
健
人
（
浮
金
小
５
年
）

　

有
賀　

友
梨
（
新
町
小
６
年
）　

金
賀　
　

凜
（
新
町
小
６
年
）　

佐
藤　

夢
萌
（
夏
一
小
６
年
）

　

矢
内　

絵
理
（
新
町
小
６
年
）　

久
保
田
友
騎
（
小
野
中
１
年
）　

長
谷
川
美
咲
（
浮
金
中
１
年
）

　

赤
坂　

祐
樹
（
小
野
中
３
年
）　

平
野
菜
美
子
（
小
野
中
３
年
）
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株
式
会
社
福
島
放
送
主
催
の

「
ふ
く
し
ま
の
元
気
！
応
援
Ｃ

Ｍ
大
賞
２
０
１
３
」審
査
会
が

昨
年
12
月
15
日
、
郡
山
市
で
行

わ
れ
、
小
野
町
の
作
品『
小
野

小
町
・
美
女
伝
染
』（
制
作
：
小

野
高
校
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー

ム
）が
福
島
県
町
村
会
会
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
県
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
方
が
制
作
さ
れ
た
15
秒
の

Ｃ
Ｍ
作
品
を
、
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
い
、
元
気
・
笑
顔
に

な
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

今
回
は
29
市
町
村（
お
よ
び

福
島
県
）57
作
品
が
出
品
さ
れ
、

小
野
町
か
ら
は
公
募
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
３
作
品
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　

福
島
県
町
村
会
長
賞
に
選
ば

れ
た
作
品
は
、
株
式
会
社
福
島

放
送
で
年
間
30
回
放
送
さ
れ
る

ほ
か
、
そ
の
他
の
２
作
品
に
つ

い
て
も
15
回
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
出
品
し
た
作
品
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
福
島
県
町
村
会
会
長
賞

　
『
小
野
小
町
・
美
女
伝
染
』

　
（
制
作
：
小
野
高
校

　
　
　
　

  

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ム
）

■
参
加
賞

　
『
古

い
に
し
えの
香か

ほ
り』

　
（
制
作
：
小
野
高
校

　
　
　
　

  

家
庭
科
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
）

　
『
ん
ま
い
！
』

　
（
制
作
：
浮
金
青
年
団
）

　

福
島
県
町
村
会
会
長
賞
を
受
賞

ふ
く
し
ま
の
元
気
！
応
援
Ｃ
Ｍ
大
賞

受賞した小野高校の皆さん

　

第
30
回
小
野
町
長
杯
武
道（
剣
道
・
柔
道
）

大
会
が
昨
年
12
月
８
日
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
日
頃
の
練
習
で
鍛
え
た
技
と
力

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
大
和
田
町
長
が
選
手
を
激

励
し
、
柔
道
の
杉
田
槙
之
介
選
手
と
剣
道
の

矢
作
駿
介
選
手
が
力
強
く
選
手
宣
誓
し
競
技

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

技
と
力
を
競
い
合
う

第
30
回
小
野
町
長
杯
武
道（
剣
道
・
柔
道
）大
会

力強い選手宣誓

日頃の成果を競い合う選手たち

■
小
学
生
低
学
年

優　

勝　

村
上　

智
也

準
優
勝　

舘
川　

晃
大

第
３
位　

新
田　

祥
大

　

〃　
　

大
千
里
拓
真

■
小
学
生
高
学
年 

優　

勝　

村
上　

大
介

準
優
勝　

大
千
里
瑠
馬

第
３
位　

生
天
目
遥
輝

　

〃　
　

荻
野　
　

響

■
中
学
生
男
子

優　

勝　

村
上　

健
太

準
優
勝　

有
村　

雄
飛

第
３
位　

先
崎　

大
雅

　

〃　
　

村
上　

友
希

■
中
学
生
女
子

優　

勝　

石
井　

野
絵

準
優
勝　

新
田　

真
子

■
高
校
・
一
般
団
体

優　

勝　

小
野
剣
友
会
Ａ

準
優
勝　

小
野
剣
友
会
Ｂ

第
３
位　

飯
豊
剣
友
会

　

〃　
　

小
野
高
女
子

■
小
学
生
低
学
年

優　

勝　

大
川
原　

翔

準
優
勝　

吉
田　

早
希

第
３
位　

大
竹　

拓
巳

　

〃　
　

大
川
原   

航

■
小
学
生
高
学
年 

優　

勝　

仲
野
谷
海
生

準
優
勝　

西
牧　

良
太

第
３
位　

猪
狩　

太
陽

　

〃　
　

三
浦　

有
加

■
中
学
生
男
子

優　

勝　

二
瓶　
　

倫

準
優
勝　

吉
田　

圭
佑

第
３
位　

吉
田　
　

輔　

　

〃　
　

会
田　

一
斗　

■
有
段
者

優　

勝　

深
本　

剛
広

準
優
勝　

渡
邊　

丈
二

第
３
位　

佐
藤　
　

稔

　

〃　
　

安
齋　
　

潤

【
剣
道
の
部
】
参
加
：
70
人

【
柔
道
の
部
】
参
加
：
21
人
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厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
教
育
委
員
会
と
は
、
教
育
行
政

　

に
お
け
る
重
要
事
項
や
基
本
方

　

緑
の
少
年
団
の
地
域
の
緑
を

守
り
育
て
、
環
境
に
つ
い
て
学

ぶ
活
動
の
一
環
と
し
て「
緑
の

輪
を
広
げ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
花
壇
で
育
て
た
ア
サ

ガ
オ
の
種
を
全
校
生
徒
で
収
穫

し
、
地
域
の
方
々
に
配
る
た
め

に
小
さ
な
封
筒
に
入
れ
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
た
も
の
を
作

り
、
町
内
の
公
共
施
設
や
金
融

機
関
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
ア
サ
ガ
オ
の
種
は
小
野

町
役
場
、
ふ
る
さ
と
文
化
の
館

（
図
書
館
）お
よ
び
東
邦
銀
行
小

野
支
店
の
計
３
カ
所
の
各
窓
口

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

飯
豊
小
学
校
緑
の
少
年
団
の

活
動
に
対
し
紙
上
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
緑
の
輪
を
広
げ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　
飯
豊
小
学
校
緑
の
少
年
団

　

教
育
委
員
の
欠
員
に
伴
い
、

新
教
育
委
員
に
榊
原
貞
治
さ
ん

（
谷
津
作
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
25
年
12
月
12
日

か
ら
平
成
28
年
11
月
４
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
今
回
退
任
さ
れ
た
中
村

和
彦
さ
ん（
荒
町
）の
こ
れ
ま
で

の
ご
労
苦
に
対
し
、
紙
上
よ
り

小
野
町
教
育
委
員
会
委
員
に
榊
原
貞
治
さ
ん（
谷
津
作
）が
選
任

針
を
決
定
す
る
機
関
で
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
教
育
長
が
実
際
の

事
務
を
執
行
す
る
も
の
で
、
そ

の
委
員
は
町
長
が
議
会
の
同
意

を
得
て
任
命
し
ま
す
。

榊原貞治さん

新
年
の
夜
空
に
大
輪
の
花　
小
野
城
復
古
会

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
小
野
城

址
か
ら
元
日
の
花
火
打
ち
上
げ

と
初
日
の
出
を
迎
え
る
催
し

が
、
昨
年
12
月
31
日
か
ら
１
月

１
日
に
か
け
て
、
小
野
城
復
古

会（
小
泉
哲
弥
会
長
）の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

除
夜
の
鐘
が
鳴
り
響
く
深
夜

０
時
。
新
年
の
始
ま
り
を
告
げ

る
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
満

天
の
星
空
に
咲
く
大
輪
の
花

に
、初
詣
の
方
々
も
足
を
止
め
、

じ
っ
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
小
野
城
址
か
ら
の
初
日

の
出
は
、
わ
ず
か
に
場
所
を
移

動
す
る
と
山
に
さ
え
ぎ
ら
れ
る

な
ど
で
、
二
度
楽
し
め
る
こ
と

か
ら
、
足
を
運
ば
れ
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

ご
来
光
の
瞬
間
、
家
族
で
記

念
撮
影
を
す
る
姿
に
、
暖
か
い

光
が
差
し
込
ん
で
い
ま
し
た
。

飯豊小学校緑の少年団の皆さん

小野城址からの初日の出 新年の始まりを告げる花火
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百
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

舘
川
千
代
さ
ん（
吉
野
辺
）

　

舘
川
千
代
さ
ん（
吉
野
辺
）が

１
月
８
日
、
め
で
た
く
満
百
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
親
族

や
関
係
者
同
席
の
も
と
、
１
月

11
日
に
百
歳
賀
寿
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
町
か
ら
賀
寿

と
敬
祝
金
、
福
島
県
か
ら
は
県

知
事
賀
寿
並
び
に
木
杯
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
は
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

親
族
の
皆
さ
ん
か
ら
花
束
、
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
孫
の
和
彦

さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
現
在

も
、
き
ち
ん
と
食
事
を
し
、
や

し
ゃ
ご
の
面
倒
を
み
て
く
れ
た

り
と
、
と
て
も
元
気
に
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に
長
生

き
さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
し
ま
す
。

　

現
在
、
小
野
町
在
住
の
百
歳

以
上
の
方
は
、
千
代
さ
ん
を
含

め
11
人
と
な
り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
草
野
紀
さ
ん（
再
任
・

反
町
）と
先
﨑
伸
一
さ
ん（
新

任
・
飯
豊
下
）が
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
状
の
伝
達
は
、
１
月
10

日
に
役
場
で
行
わ
れ
、
福
島
地

方
法
務
局
郡
山
支
局
の
進
藤
公

孝
支
局
長
か
ら
お
二
人
に
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
１
月

１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

ま
た
任
期
満
了
に
よ
り
退
任

さ
れ
た
吉
田
一
男
さ
ん（
飯
豊

上
）に
、
法
務
大
臣
の
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん

は
、
３
期
９
年
に
わ
た
り
町
の

人
権
擁
護
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
長
年
の
ご
功
績
に
対

し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
議
会
の

同
意
を
得
て
町
長
が
推
薦
し
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
人

権
相
談
や
人
権
啓
発
活
動
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

町
で
は
毎
月
、
人
権
相
談
所

を
開
設
し
、
人
権
擁
護
委
員
の

皆
さ
ん
が
相
談
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

舘川千代さん

百歳を祝うご家族

い
。
相
談
所
の
開
設
日
は
、
チ

ラ
シ
・
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
状
交
付
と
感
謝
状
贈
呈

（左から）進藤公孝支局長、先﨑伸一さん、

　　草野紀さん、吉田一男さん

委
員
に
生
天
目
正
人
さ
ん（
再
任
）を
選
定　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

昨
年
12
月
18
日
、
役
場
町
長

室
で
生
天
目
正
人
さ
ん（
浮
金
）

に
固
定
資
産
税
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

任
期
は
平
成
25
年
12
月
18
日

か
ら
平
成
28
年
12
月
17
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

　

生
天
目
さ
ん
に
は
今
後
３
年

間
、
課
税
対
象
者
か
ら
固
定
資

産
に
係
る
不
服
申
し
立
て
が

あ
っ
た
場
合
に
、
公
平
か
つ
中

立
的
な
立
場
か
ら
審
査
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

生天目正人さん
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吉
田
輝
好
さ
ん（
反
町
）が

「
交
通
栄
誉
章　

緑
十
字
金
章
」を
受
章

第
54
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会

　

第
54
回
交
通
安
全
国
民
運
動

中
央
大
会
が
１
月
17
日
、
東

京
・
日
比
谷
公
会
堂
で
開
か

れ
、
吉
田
輝
好
さ
ん（
反
町
）が

交
通
栄
誉
章
と
し
て
最
高
位
の

「
緑
十
字
金
章
」を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

受章した吉田輝好さん（中央）
　

こ
の
章
は
、
長
年
に
わ
た
っ

て
交
通
安
全
に
尽
力
さ
れ
た
功

労
者
や
優
良
運
転
者
、
交
通
事

故
防
止
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で

き
た
団
体
な
ど
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　

吉
田
さ
ん
は
昭
和
63
年
に
小

野
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会

に
加
入
し
、
現
在
は
、
合
併
し

た
田
村
地
区
安
全
運
転
管
理
者

協
会
の
会
長
お
よ
び
福
島
県
安

全
運
転
管
理
者
協
会
の
副
会
長

を
務
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
安
全
運
転
管
理
者
と

し
て
、
交
通
安
全
意
識
の
普
及

高
揚
を
図
り
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
平
穏
な
交
通
社
会
の

実
現
に
向
け
て
献
身
的
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

吉
田
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍

を
紙
上
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

村
上
和
行
さ
ん（
谷
津
作
）が

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰（
個
人
）受
賞

　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
創
立
65
周
年
記

念
式
典
が
昨
年
11
月
に
都
内
で

開
催
さ
れ
、
小
野
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
村
上
和
行
さ
ん（
谷
津
作
）

が
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
表
彰（
個
人
）を
、
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
役
場
で
、
大
和
田

町
長
、
矢
内
教
育
長
へ
受
賞
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
地
元
は
も
と
よ

り
地
域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
積
極

的
に
関
わ
り
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
副
会
長
と
し
て
大
き
く
貢
献

し
た
結
果
が
評
価
さ
れ
表
彰
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

村
上
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍

を
紙
上
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

宗
像
光
吉
さ
ん（
中
通
）が
日
本
赤
十
字
社
金
色
有
功
章
受
章

　

宗
像
光
吉
さ
ん（
中
通
）に
日

本
赤
十
字
社
金
色
有
功
章（
章

記
・
門
標
・
勲
章
・
略
章
）が

贈
ら
れ
、
１
月
８
日
、
日
赤
小

野
町
分
区
長
の
大
和
田
町
長
か

ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
日
本
赤
十
字

社
に
対
す
る
長
年
に
わ
た
る
奉

仕
活
動
に
従
事
さ
れ
た
方
や
多

額
の
寄
付
を
行
っ
た
方
に
対
し

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
宗
像
さ
ん

は
、
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
日
本
赤
十
字
社
に
多

額
の
寄
付
を
さ
れ
た
功
績
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

宗
像
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍

を
紙
上
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

受章した宗像光吉さん（左）

受賞した村上和行さん（中央）
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ライオンズクラブの皆さん

町
に
対
し
義
援
金

小
野
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

小
野
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
国
分
喜
正
会
長
）の
役
員
の
皆

さ
ん
が
昨
年
12
月
17
日
、
役
場

を
訪
れ「
東
日
本
大
震
災
」に
対

す
る
義
援
金
を
大
和
田
町
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
よ
り
文

化
・
体
育
振
興
基
金
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

○
小
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

様

　

小
野
町
文
化
・
体
育
振
興
基

金
は
、
町
の
文
化
と
体
育
の
振

興
と
充
実
を
図
る
た
め
に
個
人

や
団
体
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
積

み
立
て
て
い
る
基
金
で
す
。

　

こ
の
基
金
は
、
小
・
中
・
高

校
生
の
全
国
大
会
出
場
時
の
激

励
金
や
表
彰
、
町
の
社
会
体
育

団
体
や
芸
術
文
化
団
体
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
補
助
や
活

動
費
な
ど
に
、
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
を
継
続
的
に
実
施

さ
れ
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
に
対
し
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
回

の
ご
厚
意
に
対
し
、
紙
上
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

小
野
町
文
化
・
体
育
振
興
基
金
へ
寄
付　

小
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

小野ロータリークラブ齋藤信晴会長

　

第
63
回〝
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
〞福
島
県
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
藤
井
嵩
大
さ
ん（
浮

金
小
学
校
６
年
）が
、
福
島
県

推
進
委
員
会
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
福
島
県
推
進
委

員
会（
会
長　

佐
藤
雄
平
福
島

県
知
事
）の
主
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
、
今
年
は
県
内
の
小
・
中

学
校
か
ら
、
小
学
校
の
部
に

２
３
９
点
、
中
学
校
の
部
に

５
７
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

表
彰
の
伝
達
は
、
１
月
17
日

に
村
上
貞
夫
小
野
町
保
護
司
会

会
長
立
ち
会
い
の
も
と
役
場
町

長
室
で
行
わ
れ
、
大
和
田
町
長

か
ら
受
賞
し
た
藤
井
嵩
大
さ
ん

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
藤
井
嵩
大
さ
ん
の
作
品

「
温
か
な
言
葉
で
明
る
い
社
会

に
」は
、
広
報
お
の
ま
ち
１
月

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

第
63
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

藤
井
嵩
大
さ
ん（
浮
金
小
６
年
）が
優
秀
賞
受
賞

受賞した藤井嵩大さん
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小
野
町
シ
ニ
ア
お
元
気
会
か

ら
、
年
間
を
通
し
た
各
種
ゴ
ル

フ
大
会
時
に
約
60
名
の
会
員
の

皆
さ
ん
か
ら
募
っ
た
寄
付
金
を

「
町
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
」と
小
野
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
小
野
町
シ
ニ
ア
お

元
気
会
を
代
表
し
佐
藤
信
忠
会

長
か
ら
小
野
町
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
の
大
和
田
町
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ご
厚
意
に
対
し
紙
上

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付　

小
野
町
シ
ニ
ア
お
元
気
会

　

小
野
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

か
ら
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会
で

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
募
っ
た
寄

付
金
を「
町
の
社
会
福
祉
の
増

進
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」と

小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

寄
付
い
た
だ
き
し
た
。

　

寄
付
金
は
小
野
町
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
を
代
表
し
、
山
田

季
平
会
長
と
吉
田
重
良
さ
ん
、

村
上
幸
一
さ
ん
が
役
場
を
訪

れ
、
小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
の
大
和
田
町
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
ご
厚
意
に
対
し
紙
上

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付　

小
野
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

小野町シニアお元気会佐藤信忠会長（左）

小野町ゲートボール協会の皆さん

健康づくり豆知識

先天性風しん症候群の発生を防ぐために
風しんの抗体検査や予防接種を受けましょう

対象者
①接種日当日、満19歳～49歳の将来的に妊娠
　を希望する女性
② 妊婦の夫

助成内容
風しん
抗体検査

風しん
ワクチン

麻しん風しん
混合ワクチン

助成上限額 6,000円 7,000円 10,000円

対象期間 　平成26年３月31日まで

■風しん抗体検査・ワクチン接種費用の助成内容

問健康福祉課　☎７２-６９３４

　昨年、風しんが関西・関東地方を中心に流行し、
県内でも平成11年４月以降初めて先天性風しん症
候群の患者が報告されました。
　町では、風しんや先天性風しん症候群の予防対策
として「風疹の抗体検査」と「ワクチン接種」の費
用を助成しています。　　
　風しんの予防接種を受けていても抗体が低下する
ことがあります。　　
　妊娠を希望する女性は、妊娠前に抗体検査を受け、
抗体が十分でないことを確認してからワクチンを接
種しましょう。妊婦は予防接種を受けることができ
ませんので、妊婦の夫の方が予防接種を受け、妊婦
に感染しないようにワクチンを受けましょう。
　また風しんの予防には、幼児期からきちんと予防
接種を受けることが大切です。幼児期の予防接種は

麻しん・風しんの混合ワクチンで、対象年齢は生後
１歳児と小学校就学前の１年間で２回接種します。
まず接種しているかどうか、母子健康手帳を確認し、
接種しましょう。
　詳しくは広報おのまち12月号をご覧になるか健
康福祉課までお問い合わせください。



　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
で
は
、
所
得
の
少
な
い

方
を
対
象
に
、
保
険
税（
料
）の

軽
減
や
高
額
療
養
費
自
己
負
担

額
の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
軽
減
措
置
を
受
け
る

に
は
、
被
保
険
者
と
世
帯
主
の

所
得
申
告
が
必
要
で
す
。

　

税
法
上
の
申
告
義
務
が
な
い

方（
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
な

ど
を
受
給
し
て
い
る
方
や
所
得

の
な
い
方
）で
も
、
所
得
の
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

■
所
得
申
告
が
必
要
な
方
の
例

・
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
の
み

　

受
給
し
て
い
る
方

・
無
収
入
の
方（
１
年
間
全
く

　

収
入
が
な
か
っ
た
方
）

※
確
定
申
告
を
し
て
い
る
方
や

　

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
以
外

　

の
公
的
年
金
の
み
を
受
給
し

　

て
い
る
方
は
、
申
告
の
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
町
民
生
活
課

☎
７
２
―
６
９
３
３

 

自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
？

３
月
31
日
ま
で
に
運
輸
支
局

へ
登
録
を

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日（
午
前
０
時
）現
在
で
運
輸
支

局
の
登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有

者（
割
賦
販
売
に
よ
る
購
入
の

場
合
は
使
用
者
）が
、
５
月
31

日
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

（
平
成
26
年
度
の
納
期
限
は
、

６
月
２
日
㊊
で
す
。）

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療

か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
ト
ラ
ブ
ル
防
止
３
カ
条

○
そ
の
１

　

抹
消
な
ど
の
手
続
き
は
、
３

月
31
日
ま
で
に
運
輸
支
局
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
り
、
下

取
り
に
出
し
た
り
、
廃
車
し
た

り
し
た
と
き
は
必
ず
運
輸
支
局

で
３
月
31
日
ま
で
に
手
続
き
し

ま
し
ょ
う
。
３
月
31
日
ま
で
に

手
続
き
が
終
了
し
な
い
と
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
そ
の
２

　

転
居
し
た
ら
、
車
検
証
の
住

所
変
更
を
運
輸
支
局
で
登
録
し

ま
し
ょ
う
。

　

住
民
票
を
異
動
し
て
も
車
検

証
の
住
所
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

運
輸
支
局
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
得
ず
手
続
き
が
で
き
な

い
と
き
は
、
県
中
地
方
振
興
局

県
税
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
３

　

納
税
証
明
書
は
車
検
証
と

い
っ
し
ょ
に
大
切
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

　

自
動
車
の
継
続
検
査（
車
検
）

を
受
け
る
際
に
は
納
税
証
明
書

くらしの情報
Information

 

所
得
の
な
い
方
も
申
告
を

が
必
要
で
す
。
自
動
車
税
を
納

め
た
と
き
に
交
付
さ
れ
る
領
収

証
書
に
納
税
証
明
書
が
つ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
リ
サ
イ
ク
ル

券
も
次
回
車
検
時
、
廃
車
時
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
廃
車

時
ま
で
車
検
証
と
共
に
大
切
に

保
管
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

※
登
録
手
続
き
を
依
頼
し
た
場

　

合
は
、
登
録
が
済
ん
で
い
る

　

こ
と
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ

　

う
。

（
自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て
）

問
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
１
５

問
い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
１
６

（
自
動
車
税
に
つ
い
て
）

問
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局

　

県
税
部
課
税
第
二
課

☎
０
２
４
―
９
３
５
―
１
２
６
１

自
動
車
の
登
録
・
検
査

の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

毎
年
、
年
度
末
の
３
月
期
は

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の
申
請

で
多
く
の
方
が
訪
れ
、
窓
口
や

車
検
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
手
続
き
に
何
時
間

も
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
皆
さ

ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

て
い
ま
す
。

　

名
義
変
更
や
住
所
変
更
、
廃

車
、
車
検
な
ど
の
手
続
き
は
２

月
中
に
行
う
な
ど
、
で
き
る
だ

け
早
め
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
東
北
陸
運
局
福
島
運
輸
支
局

（
登
録
関
係
）

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
１
５

（
検
査
関
係
）

☎
０
２
４
―
５
４
６
―
０
３
４
２

12ONOMACHI　Feb_2014



■納め忘れのないように、ご確認
　ください。
■納期内納入にご協力をお願いし
　ます。

町税等納期のご案内

納期限

　2月   28日㊎

固 定 資 産 税

国民健康保険税

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

（４期）

（８期）

（７期）

■基準値を超えたものの内訳

月 検体数 検体名 測定結果
（Bq/kg)

11 ０ ー ー

12 １ シイタケ 138.2

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

11

20 水道水

７ 井戸水、引き水

６ 一般食品など

12

19 水道水

0 井戸水、引き水

6 一般食品など

■基準値を超えたものの内訳

月 検体数 検体名 測定結果
（Bq/kg)

11 ８
キノコ

（シメジ、ナメコ）

イノシシ肉

112.4～573.2

148.4～1,142

12 ３ イノシシ肉 235.7～2,490

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

11 22

白菜、ネギ、チンゲンサイ、大根、
キノコ（シイタケなど）、カリン、
柿、キウイフルーツ、イノシシ肉、
もち米、干し柿

12 14
小松菜、かぼちゃ、里芋、白菜、
キウイフルーツ、大豆、もち米、
米、イノシシ肉、梅干、干し柿

　町で実施している簡易検査およびゲルマニウム半導体放射能測定器による検査結果をお知らせします。

食品などの放射能測定結果

※食品以外の検体については、結果に含まれていません。

※測定結果の数字はセシウム134およびセシウム137の合計値

映
し
た
作
品
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
入
選
し
た
作
品
は
「
統

計
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
の
ほ
か
、

調
査
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の

各
種
広
報
に
活
用
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
総
務
省
政
策
統
括
官
付

　

統
計
企
画
管
理
室

☎
０
３
-５
２
７
３
-１
１
４
４

 
統
計
の
日（
10
月
18
日
） 

 

標
語
募
集
中

　

総
務
省
で
は
「
統
計
の
日

（
10
月
18
日
）」
の
周
知
を
図
る

た
め
、
毎
年
「
統
計
の
日
」
の

ポ
ス
タ
ー
を
始
め
と
す
る
広
報

媒
体
に
活
用
す
べ
く
標
語
（
ス

ロ
ー
ガ
ン
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
統

計
は
、
わ
た
し
た
ち
が
生
活

す
る
社
会
の
動
き
を
き
ち
ん
と

知
り
、
生
活
を
ゆ
た
か
に
す
る

た
め
に
と
て
も
大
切
な
も
の
で

す
。
こ
の
た
め
、
統
計
調
査
に

協
力
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
事

で
す
」
で
す
。
こ
の
趣
旨
を
反

ゲルマニウム半導体放射能測定器
による測定結果簡易測定器による測定結果

13 ONOMACHI　Feb_2014



くらしの情報
Information

 

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心
な
ま
ち
の
た
め
に

　　
放
火
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
地
域

全
体
と
し
て
放
火
さ
れ
な
い
環
境

を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
住
宅
に
お
け
る
対
策

・
建
物
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
放
置
せ
ず
、
整
理
整

頓
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

新
聞
紙
や
チ
ラ
シ
、
郵
便
物

な
ど
は
こ
ま
め
に
取
り
込
み

ま
し
ょ
う
。

◆
車
両
に
お
け
る
対
策

・ 

車
や
バ
イ
ク
の
ボ
デ
ィ
ー
カ

バ
ー
は
防
炎
製
品
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

・
車
内
へ
の
放
火
を
防
ぐ
た
め
、

　

施
錠
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
地
域
に
お
け
る
対
策

・
夜
間
に
ゴ
ミ
を
放
置
し
な
い

　
な
ど
、
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル

　
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
講
習
会
や
消
防
訓
練
を
行
い
、

　
防
火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

問
郡
山
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
４-

９
２
３-

１
８
７
８

問
町
民
生
活
課

☎
７
２-
６
９
３
３

 

福
島
県
財
務
事
務
所

 

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」の

ご
案
内

　

福
島
県
財
務
事
務
所
で
は
、

借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
々
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

借
金
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
解
決
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
出
前
講
座
」の
ご
案
内

　

福
島
県
財
務
事
務
所
で
は

「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」
な
ど
の

金
融
犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
内
容
な
ど

を
、
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
し

ま
す
。
講
演
料
は
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
５
時
15
分

問
福
島
県
財
務
事
務
所
理
財
課

（
多
重
債
務
相
談
窓
口
直
通
）

☎
０
２
４-

５
３
３-

０
０
６
４

（
理
財
課
）

☎
０
２
４-

５
３
５-

０
３
０
３

大
卒
等
合
同
企
業
説
明
会 

を
開
催
し
ま
す

　

平
成
27
年
３
月
新
規
に
大
学

な
ど
を
卒
業
予
定
の
方
を
対
象

に
、
県
内
事
業
所
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
郡
山
会
場

○
開
催
日

　

２
月
25
日
㊋

○
会
場

　

 

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

○
実
施
内
容

 

・
職
種
・
業
界
研
究
ゼ
ミ

　

 

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時

 

・
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　

 

午
前
11
時
か
ら
正
午

 

・
合
同
企
業
説
明
会

　

 

午
後
０
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

○
主
催

　

郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

福
島
労
働
局
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

○
そ
の
他

 

・
事
前
申
し
込
み
不
要
、
お
気 

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

・
参
加
事
業
所
は
開
催
一
週
間  

前
に
、
福
島
労
働
局
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
で
公
開
し
ま
す
。

 

・
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る

人
事
担
当
者
の
事
業
・
職
務

内
容
の
説
明
、
今
後
の
採
用

計
画
な
ど
の
情
報
提
供
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
各
機
関
に

よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供

な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
０
２
４-
９
２
７-

４
６
３
３

■
福
島
会
場

○
開
催
日

　

３
月
13
日
㊍

○
会
場

　
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

○
実
施
内
容

 

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

 

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
前
11
時

 

・
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　

 

午
前
11
時
か
ら
午
後
０
時
30
分

 

・
合
同
企
業
説
明
会

　

 

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

○
主
催

　

 

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

　

 

福
島
労
働
局
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

○
そ
の
他

 

・
事
前
申
し
込
み
不
要
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

・
参
加
事
業
所
は
開
催
一
週
間

前
に
、
福
島
労
働
局
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
で
公
開
し
ま
す
。

 

・
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る

人
事
担
当
者
の
事
業
・
職
務

内
容
の
説
明
、
今
後
の
採
用

計
画
な
ど
の
情
報
提
供
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
各
機
関
に

よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供

な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
０
２
４-

５
３
４-

０
４
６
６
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ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職

 

面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　
　

平
成
26
年
３
月
新
規
に
大

学
な
ど
を
卒
業
予
定
の
方
、

平
成
23
年
３
月
以
降
に
卒
業

し
て
、
就
職
活
動
を
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、
正
社
員
で

雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内

企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日

　

３
月
10
日
㊊

○
会
場

　

福
島
県
看
護
会
館
み
ら
い

○
実
施
内
容

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

正
午
か
ら
午
後
０
時
10
分

・
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　
午
後
０
時
10
分
か
ら
午
後
１
時

・
合
同
就
職
面
接
会

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
45
分

○
主
催

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、

福
島
・
郡
山
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）、
福
島
県

○
そ
の
他

・
事
前
申
し
込
み
不
要
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
参
加
事
業
所
は
開
催
一
週
間

前
に
、
福
島
労
働
局
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
で
公
開
し
ま
す
。

・
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る

　

人
事
担
当
者
と
の
個
別
面

談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
各

機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情

報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
４-

５
２
９-

５
３
９
６

ふくしま産業復興投資促進特区

（農林水産業特区）の認定について

　東日本大震災特別区域法に基づき、
福島県と52市町村が共同申請したふ
くしま産業復興投資促進特区（農林水
産業特区）が平成25年11月29日に認定
されました。
　これは、平成24年４月20日に初回
の認定となった「製造業」に、今回「農
林水産業」が追加認定されたもので、
これにより拡大された区域について
も、新規投資や被災者雇用等を行う
場合、町の指定などを受けることに
より、税制上の特例措置を受けるこ
とが可能となりました。

　　　　　　　　　 問農林振興課
　　　　　　　　　 ☎７２‒６９３５

平成25年産米の全袋検査を受けましょう！
    25 年産米について、毎週水曜日、田村米調べるセンターにおいて検査を行っ
ています。飯米、縁故米などについても、検査の対象となっています。検査を受
けていない方は、必ず受けるようにしましょう。
　

問たむらの恵み安全対策協議会　事務局
　（たむら農業協同組合本店）
☎８２-６１７２

問農林振興課
☎７２-６９３５
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休日当番医と院外薬局

バーコード認識機能で、
携帯電話から「福島県総
合医療情報システム」を
ご覧いただけます。

＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」の「休日当番医」をご覧ください。

毎日、19:00～翌8:00　☎024-521-3790
詳しくは「子どもの救急について」をご覧ください。

こども救急電話相談

福島県総合医療情報システム 検索索

福島県　こども救急 検索索

Pharmacies other than a hospital
Duty doctor on Weekend&Holidays

月日 当番医 所在地 電話番号
（病院） 薬　局 所在地 電話番号

（薬局）

2/16㊐　 石塚医院 小野町 72-2161 ヤナイ調剤薬局 小野町 72-5912

23㊐　 東部台こどもクリニック 田村市（船引町） 81-2580 げんじろう調剤船引店 田村市（船引町） 81-1555

3/  2㊐　 石川医院 三春町 62-2630 さとう薬局 田村市（常葉町） 77-2018

9㊐　 まつざき内科胃腸科クリニック 田村市（常葉町） 77-2870 千寿堂薬局 田村市（常葉町） 77-3831

16㊐　 橋本医院 小野町 72-3711 コスモ調剤薬局小野新町店 小野町 71-0305

21㊎㊗ さとう耳鼻咽喉科クリニック 田村市（船引町） 81-1333 げんじろう調剤船引店 田村市（船引町） 81-1555

23㊐　 春山医院 三春町 62-3239 さとう薬局 田村市（常葉町） 77-2018

30㊐　 白岩医院 田村市（常葉町） 77-2036 ー ー ー

募集種目 応　募　資　格

一般・技術
22歳以上26歳未満の方
大卒または平成27年３月卒
業見込みの方

歯科
20歳以上30歳未満の方
歯科課程の大学を卒業または
平成27年３月卒業見込みの方

薬剤科
20歳以上26歳未満の方
薬学課程の大学を卒業または
平成27年３月卒業見込みの方

自衛隊幹部候補生・予備自衛官補募集のお知らせ

■自衛隊幹部候補生

募集種目 応　募　資　格

一般公募 18歳以上34歳未満の方

技能公募

18歳以上53歳未満の方
語学・医療技術・整備・通信・
情報処理・電機・建設などの
分野において国家資格等を取
得している方

■予備自衛官補

応募締切：４月２日㊌
試 験 日：５月10日㊏
試験会場：日本大学工学部（郡山市）

応募締切：４月２日㊌
試 験 日：４月12日㊏
試験会場：郡山駐屯地または福島駐屯地（予定）

　防衛省・自衛隊では、自衛隊幹部候補生および一般社会人や学生を続けながら自衛官
になれる予備自衛官補の募集を行います。

問自衛隊郡山地域事務所　
☎０２４‒９３２‒１４２４

自衛隊福島地方協力本部キャラクター
『モモろう君』
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開設

田村地方
夜間診療所

　４月より田村地方に夜間診療所が開設さ
れることになりました。広報おのまち 1月
号から 4回にわたって、その詳細をお伝え
しています。今回はその第 2回です。

何のために夜間診療所をつくるの？

　診療所の目的は、内科、小児科疾患の一次救
急の対応です。風邪やウイルス性胃腸炎、家庭
では対処できない切り傷といった傷病が適応で
す。入院や手術を必要とする二次救急疾患、生
命に危険が及ぶような三次救急疾患には対応し
ません。

　脳卒中や心筋 塞など、病院搬送までの時間
の遅れで予後不良となる疾患は、家庭からの救
急搬送が原則です。どうしたら良いかわからな
いときには、まずは電話でご相談ください。

　田村医師会の医師一人が交替で担当します。
医師会の医師は、内科、小児科、整形外科、外
科、耳鼻科、泌尿器科など専門性がさまざまで
すので、その日の担当医が対応できるか、受診
前にお電話ください。

どんな先生が来てくれるの？

一次救急

※ご連絡先については今後の広報誌でお知らせします。

田村地方衛生処理センター
からのお知らせ

　田村地方衛生処理センターは、平成28
年度末までに浄化槽管理業務を廃止する
こととなりました。
　現在、契約をいただいている皆さんに
は、平成26年度から順次、民間の浄化槽
管理事業者と契約していただくこととな
ります。
　今後の手続きについては、衛生処理セ
ンターで、浄化槽の保守点検作業にお伺
いした際に、担当者が今後の説明を個別
に行い、契約の移行が円滑にできるよう
にさせていただきます。
　なお新規の契約は直接民間の浄化槽管
理業者と行っていただくこととなります
ので、ご理解をお願いいたします。

問田村地方衛生処理センター
☎８２-１２７２
問町民生活課
☎７２-６９３３

浄化槽管理業務の廃止について

　ＮＨＫ学園では、通信制の高等学校普通科および
生涯学習通信講座の生徒・受講者を募集しています。
　まずは無料の案内書をご請求ください。
■募集内容
　平成26年度高等学校普通科（３年制）生徒、
および生涯学習通信講座受講者
■出願期間
・高等学校普通科　一般入学
　４月30日まで
・生涯学習通信講座
　通年申込み受け付け

問ＮＨＫ学園
☎０１２０‒０６‒８８８１

ＮＨＫ学園　生徒募集
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Informationふるさと文化の館情報
ふるさと文化の館  ☎ 72-2120

Museum

　震災復興・国立科学博物館コラボミュージアム
ｉｎおのまち　「オリジナル恐竜作品コンテスト」
受賞者の表彰式が１月12日に行われました。絵
画、立体各部門の入賞者にそれぞれ賞状や記念品
が手渡され、福島県立博物館の相田優氏による講
評も行われました。
　また受賞作品を含む作品展が２月２日まで行わ
れ、期間中は親子連れで賑わっていました。

恐竜作品コンテスト表彰式

Museum美術館

　「卒園児絵画展」を開催します。今年
度卒園する園児の皆さんの作品展です。
ぜひご家族でご覧ください。

期間：２月23日㊐まで

卒園児絵画展開催中！

オリジナル恐竜作品コンテスト表賞者名（敬称略）

作品展を楽しむ来場者の皆さん

　町内で活動する「つるし雛愛好会」の皆さんによ
る作品展を行います。つるし雛のほか小物や一閑張
りなどを展示します。お誘い合わせの上、ぜひご観
賞ください。

期間：２月22日㊏から３月２日㊐まで

「村上康子と仲間たちの雛祭り作品展」
開催

　３月３日㊊～17日㊊まで、特別図書整理期間および館内整
備のため全館休館します。ご不便をお掛けしますがご理解をお
願いします。

ふるさと文化の館休館のお知らせ

賞 氏名 部門

最優秀賞

新沼　千咲 絵画（幼児の部）

舘川　優里 絵画（小中学生の部）

菅野　凌央 立体（幼児の部）

桑原　晃平 立体（小中学生の部）

優秀賞

小椋　瑞月 絵画（幼児の部）

佐藤　永彬 絵画（小中学生の部）

小松　昊暉 立体（幼児の部）

大方　郁実 立体（小中学生の部）

国立科学博物館賞
斉藤　　盛 絵画（小中学生の部）

山口　優香里 絵画（小中学生の部）

福島県立博物館賞
吉田　煌都 立体（小中学生の部）

中野　　葵 絵画（小中学生の部）

小野町教育長賞
舘川　真綾 絵画（小中学生の部）

山口　砂代理 絵画（大人）
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Books今⽉のおすすめ本

　火付盗賊改方の御頭が長谷川
平蔵に交代となった。しかし、
この御頭の交代に頭を抱えた男
が一人いた。前の御頭・堀帯刀
の下で同心として働いていた小
野十蔵である。慣例によれば御
頭が変わる際にはその配下の者
は引き継がれず新しい御頭が新
しい組織を作ることになるので
ある。人には言えない秘密を抱

えていた十蔵は特別な計らいで新しい御頭・長谷
川のもとで働くことになるが…（「啞の十蔵」）
　主人公である長谷川平蔵だけでなく、配下の同
心や盗賊などにもスポットを当て、その生きざま
を描いた『鬼平犯科帳』。全 24 巻の骨太の大作を
お楽しみください。

　石は人間にとって身近なも
のの一つです。古くから人の
手が加えられることで道具へ
と姿をかえたり、芸術作品が
つくられたりといろいろなつ
かわれ方をしてきました。石
は種類も形も色もさまざま。
そのでき方もさまざまで、地
球の奥深くで溶けてマグマに

「鬼平犯科帳」全24巻
池波正太郎 /著　文藝春秋 /刊

「いしのはなし」
ダイアナ・アストン /文　シルビア・ロング /絵

　千葉  茂樹 /役　ほるぷ出版 /刊

Library図書館

　２月 28 日㊎をもって開館時間の延長期間が終
了します。３月からは通常通り午後６時閉館とな
ります。

図書館時間延⻑終了

なっていたり、宇宙からやってきた隕石だったり
します。
　石や鉱物の成り立ちや種類、性質などが多方面
から色鮮やかな美しい絵で描かれた見ているだけ
でも楽しい科学絵本です。

　町では、臨時保育士（保育士資格・幼稚
園教諭免許を有する者）およびパート職員
（資格不問）の登録者を募集しています。
　登録された方は、保育園・幼稚園・児童
園で保育士などに欠員が出たり、産休・育
児休業により代替が必要となったりした場
合に採用となります。
　なお登録された方が必ずしも採用される
ものではありませんので、あらかじめご了
承願います。

仕事の内容 保育業務全般

必要な資格 保育士資格・幼稚園教諭免許

勤
務
条
件

場所 小野町内幼児教育施設

勤務時間 ７時間45分（各園によって異なります）

賃金 日給　6,800円

受付期間 随時

必要書類 履歴書および資格証明書の写し

■臨時保育士

仕事の内容 保育補助

必要な資格 不問

勤
務
条
件

場所 小野町内幼児教育施設

勤務時間 ２時間から６時間程度

賃金 時給　７７５円

受付期間 随時

必要書類 履歴書

■パート職員

臨時保育士登録募集

【書類提出・お問い合わせ先】

教育課（小野町大字小野新町字中通２）
☎７２-６７８０
※土日祝を除きます
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住宅用地に係る据置特例の廃止について

　平成24年度の税制改正により、住宅用地における土地の負担調整措置（税額算出時に用
いる課税標準額をゆるやかに是正する仕組み）について、負担水準（※）が90%以上100%
未満の場合に、前年度課税標準額に据え置かれる措置は、平成26年度から廃止されます。
このため、平成25年度までにこの措置に該当していた宅地については、固定資産税額が上
がることになります。

※負担水準…それぞれの宅地の課税標準額が評価額に対してどの程度まで達しているかを示すもの。
　　　　　　　　　（算式）前年度課税標準額／該当年度の価額×住宅用地特例率（1/6または1/3）

問　 税務課 ☎ 72-6932

：本来の課税標準額（100%）

100％

20％

90％

5%

（据置き）

90％を上回る場合は90％

20％を下回る場合は20％

90
％
に
達

で
ま
る
す

の
5
％
分

つ
ず

担
負
税

を

昇
上

平成23年度の
課税標準額

平成24･25年度の
課税標準額

20％を下回る場合は20％

20％

5%

5%

5%

平成26年度の
課税標準額

100％

〈住宅用地のイメージ〉
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●
年
金
と
所
得
税
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど

の
公
的
年
金
の
老
齢
・
退
職
年
金
は
、

所
得
税
法
で
「
雑
所
得
」
と
み
な
さ

れ
、
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
（
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
）。

　

そ
の
た
め
、
２
つ
以
上
の
年
金
の

支
払
い
者
に
扶
養
親
族
等
申
告
書
を

提
出
し
て
い
る
方
や
、
年
金
以
外
に

給
与
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方
、
ま
た

は
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得
の
合
計

額
が
各
種
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超

え
る
方
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
老
齢
年
金
な
ど
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
な
い
介
護
保
険
料
な
ど

の
社
会
保
険
料
が
あ
る
場
合
も
、
確

定
申
告
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

所
得
の
確
定
申
告
は
、
毎
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

に
生
じ
た
す
べ
て
の
所
得
と
そ
れ
に

対
す
る
所
得
税
額
を
計
算
し
、
申
告

期
限
ま
で
に
確
定
申
告
書
を
提
出
し

て
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定

納
税
で
納
め
た
税
金
な
ど
の
過
不
足

を
精
算
す
る
手
続
き
で
す
。

　
（
確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と
は
税

務
署
ま
た
は
役
場
税
務
課
☎
７
２
‐

６
９
３
２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

●
源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
中
に
厚
生
年
金
保
険
、

国
民
年
金
な
ど
の
老
齢
ま
た
は
退
職

を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
取

ら
れ
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収

票
は
確
定
申
告
の
際
の
添
付
書
類
な

ど
と
し
て
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

　

平
成
25
年
分
の
源
泉
徴
収
票
は
１

月
10
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
順
次
発

送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

事
項
は
、
そ
の
年
の
１
年
間
に
支
払

わ
れ
た
年
金
の
総
額
、
社
会
保
険
料

の
金
額
（
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康

保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
）、
源
泉
徴
収
税
額
お
よ
び
控

除
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
と
き
な
ど

　

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合
や

未
着
の
場
合
に
は
、
日
本
年
金
機
構

の
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
で
源
泉
徴
収

票
の
再
交
付
の
受
け
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
（
そ
の
ほ
か
の
年
金
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
）。

◇
受
付
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で（
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
、
休
日
明
け
の
初
日
）

▽
第
２
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※
日
曜
日
と
第
２
を
除
く
土
曜
日
、

祝
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

来
訪
に
よ
る
源
泉
徴
収
票
の
再
交

付
の
受
け
付
け
、
そ
の
ほ
か
の
年
金

相
談
に
つ
い
て
は
、
年
金
事
務
所
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
な
ど
の
際
は
、
年
金
証
書
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
は

☎
０
３-

６
７
０
０-

１
１
６
５

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２-

６
９
３
３
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池
内　

ヂ
ツ
子

（
飯
豊
出
身
／
東
京
都
支
部
）

　
「
山
ふ
と
こ
ろ
の
桜
花　

天

地
の
恵
み　

身
に
受
け
て　

色
香
も
清
く　

つ
つ
ま
し
く　

咲
き
匂
う
な
り　

あ
あ
飯
豊
の

丘
」
私
が
通
っ
た
飯
豊
小
学
校

の
校
歌
で
す
。

　

小
高
い
丘
の
上
の
学
校
、
一

年
生
に
入
学
し
た
頃
は
あ
の
坂

道
が
結
構
大
変
だ
っ
た
よ
う
に

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
校
庭
が
私
の
目
に

は
、
も
の
す
ご
く
広
く
大
き

く
感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。

　

校
門
の
右
に
大
き
な
銀
杏
が

あ
り
、
私
た
ち
を
見
守
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
春
に

は
桜
が
咲
き
、
と
て
も
綺
麗

だ
っ
た
こ
と
が
よ
み
が
え
り
ま

す
。
た
だ
秋
の
落
ち
葉
が
校
庭

一
面
に
散
ら
ば
り
掃
除
が
大
変

だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

冬
に
な
れ
ば
校
門
ま
で
の
坂

道
が
雪
で
滑
り
怖
か
っ
た
の

で
、
皆
で
手
を
つ
な
い
で
登
校

し
ま
し
た
。

　

六
年
生
の
修
学
旅
行
で
は
、

小
名
浜
漁
港
で
の
製
氷
工
場
で

氷
が
で
き
る
ま
で
を
目
の
当
た

り
に
し
て
び
っ
く
り
し
、
豊
間

の
灯
台
、
そ
し
て
弁
天
様
の
池

で
コ
イ
と
ウ
ナ
ギ
の
大
き
さ
に

ま
た
ま
た
驚
き
ま
し
た
。

　
「
み
よ
爽
や
か
な
朝
風
に　

日
影
の
峰
の
雲
晴
れ
て　

希
望

は
燃
え
る
い
ざ
わ
れ
ら　

蛟こ
う
り
ゅ
う龍

の
ご
と
く
進
ま
な
ん
」
飯
豊
中

学
校
の
校
歌
で
す
。

　

校
舎
は
現
在
の
飯
豊
小
学
校

と
同
じ
所
に
あ
り
ま
し
た
が
、

途
中
か
ら
田
尻
の
新
校
舎
に
移

り
ま
し
た
。
校
庭
な
ど
は
整
備

さ
れ
て
い
な
く
春
先
や
雨
の
時

は
ド
ロ
ン
コ
で
し
た
。

　

新
校
舎
に
は
、
小
戸
神
小
学

校
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
り
、

私
の
記
憶
で
は
３
ク
ラ
ス
で

１
０
０
人
を
超
え
、
少
し
緊
張

し
た
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
は
、
日
光
と
東

京
の
２
泊
３
日
の
旅
。
見
る

も
の
聞
く
も
の
す
べ
て
が
初
め

て
で
、
い
わ
ゆ
る
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
は
み
ん
な
が
古
希
も
過

ぎ
、
関
東
に
お
住
ま
い
の
方
々

と
年
に
数
回
、
新
年
会
・
修
学

旅
行
と
称
し
て
お
泊
ま
り
で
の

旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

飯
豊
の
思
い
出

公立小野町地方綜合病院からのお知らせ

泌尿器科の診療が始まりました

　当病院では、新たに常磐病院
の医師による泌尿器科診療を開
始しました。
　泌尿器科では、腎臓、膀

ぼうこう

胱、前
立腺などの尿路に関連する病気
を対象として診療します。　　
　泌尿器系の病気でお悩みの方
は、お気軽にご相談ください。

診療日、受付時間は次のとおりです。

泌尿器科の診療日および受付時間
■診療日　　第２、第４金曜日
■受付時間　午後２時から午後５時まで

問公立小野町地方綜合病院総務課
☎７２‒３１８１

ふるさと小野町会

ふれあい通信
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Calendar行事カレンダー

月日 行　　　事 時　間 場　　所

2/16 ㊐
休日窓口業務実施日

第28回Ｂ＆Ｇビーチバレーボール大会

行政区親善交歓会

8:30~17:15 役場

町民体育館

17 ㊊

18 ㊋
２歳児歯科教室

あそびの広場

受付13:00~13:30
9:30~11:30

母子健康センター

子育て支援センター

19 ㊌
３カ月児健診・ＢＣＧ接種

窓口業務延長日

献血

受付13:00~13:30
19:15まで

母子健康センター

役場

20 ㊍

21 ㊎
ヘルスアップ運動教室

第28回室内ゲートボール大会

13:30~15:30 多目的研修集会施設

町民体育館

22 ㊏ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

23 ㊐

24 ㊊

25 ㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

26 ㊌
１歳６カ月児健診

窓口業務延長日

受付13:00~13:30
19:15まで

母子健康センター

役場

27 ㊍

28 ㊎
笑顔とがんばり子育て応援金贈呈式   受付9:40~9:50　　   母子健康センター
育児教室　　　　　　　　　  　  受付10:00~10:15　　母子健康センター
ふるさと文化の館図書館館内整理日（休館）

3 /1 ㊏
交通死亡事故ゼロ・歩行者安全の日

春の全国火災予防運動（～７日まで）
あそびの広場　　　　　　　 　  9:30~11:30　　　　  子育て支援センター

2 ㊐

3 ㊊ ふるさと文化の館　休館（～３/17まで）

4 ㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

5 ㊌
窓口業務延長日

健康相談日

19:15まで
9:00~15:00

役場

母子健康センター

6 ㊍ 精神保健デイケア 10:00~14:00 多目的研修集会施設

7 ㊎
ヘルスアップ運動教室

おやつ教室

13:30~15:30
受付10:00~10:15

多目的研修集会施設

母子健康センター

8 ㊏ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

9 ㊐ 2014スプリングフェスティバル 14:00~ 多目的研修集会施設

10 ㊊

11 ㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

12 ㊌
３カ月児健診・BCG接種

窓口業務延長日

受付13:00~13:30
19:15まで

母子健康センター

役場

13 ㊍
こころの相談室

人権相談所開設

中学校卒業式

10:00~12:00
10:00~15:00

母子健康センター

母子健康センター

14 ㊎ ヘルスアップ運動教室 13:30~15:30 多目的研修集会施設

15 ㊏
シルバー交通安全の日

あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/ml以下 0　CFU/ml

大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/l以下 10.4　mg/l

有機物（TOC） 3mg/l以下 0.5　mg/l

PH値 5.8～8.6 7.0

味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし

色度 5度以下 <1   　 度

濁度 2度以下 <0.1     度

　昨年12月に実施した水道水の水質検査の
結果は、次のとおりです。

問地域整備課　☎７２‒６９３６

上水道加入の皆さんへ

業　種
最低賃金額

発　効　日
時間額

電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業
最低賃金　
（医療用計測機器製造業
（心電計製造業を除く。）
を除く。）

741円
平成25年
12月７日

非鉄金属製造業最低賃金 789円
平成25年
12月18日

自動車小売業最低賃金
（二輪自動車小売業（原動
機付き自転車を含む）を
除く。）

772円
平成25年
12月18日

輸送用機械器具製造業
最低賃金

776円
平成25年
12月27日

計量器・測定器・分析機
器・試験機・測量機械器
具・理化学機械器具、時
計・同部品、眼鏡製造業
最低賃金

774円
平成25年
12月27日

福島県で働くすべての方へ
確認しましょう！最低賃金

675円時間額 平成25年
10月６日発効

改正特定（産業別）最低賃金

パートやアルバイトなどの雇用形態にも
適用されます！

問福島労働局賃金室　☎０２４ -５３６ -４６０４
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Ono High School News
平成２６年２月

No. ９小野高通信

最優秀賞に輝いた家庭科クラブの代表者

『地域の伝承文化に学ぶ』コンテスト最優秀賞

　家庭科クラブでは、昨年度から小野町の食材を使った料理の研究や
PR活動を行っています。「一升漬」や「まんがこ」「がんじき」を地
域の方からご指導いただき、今年度は「桜の塩漬」にも挑戦しました。
この２年間の活動が國學院大學・高校生新聞社主催「第９回『地域の
伝承文化に学ぶ』コンテスト～私の町からの報告～」で、研究レポー
ト部門（団体の部）で最優秀賞という素晴らしい賞をいただくことが
できて驚きと喜びでいっぱいです。
　研究をしていく中で、たくさんの方と触れ合い、教えていただいた
りと大変お世話になりました。これからも感謝の気持ちを持って活動
していきたいと思います。 We  Love　小野町 !!
  今後もどうぞご指導をよろしくお願いします。

 研究テーマ　　
～復活させよう郷土料理～We♡  Love　小野町～伝えよう郷土料理～
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　草花販売所からのお知らせです。小野高の温室にて
サイネリア・パンジーの２種類の花を販売しています。
卒業式などにいかがでしょうか。

３年生課題研究校内発表会

　３年生課題研究校内発表会が12月13日、本
校内で行われ、それぞれが１年間かけて取り組
んできた成果を発表しました。
　ステージ発表部門で、美術の「心象風景絵画」
を発表した佐藤叶さん、展示発表部門で、書道
の「真草千文字他」を展示した長久保留美さんと
保育の「女の子のセレモニードレス」を展示した
先崎舞斗さん、文書発表部門で「児童虐待につ
いて」を発表した宗像彩さんが本校の代表とし
て県大会へ出場することになりました。
　代表に選ばれた皆さんは、冬休み返上で登校
し、入念な手直しをして県大会へ備えていまし
た。

販売価格 :　
　サイネリア　　300円
　パンジー（苗）　80円
販売所　:　
　小野高校温室
販売時間 :
　午前 10時から午後４時まで

※土日祝日の販売は行っていま
　せん。
※花の注文などありましたら、
　担当菅野までご連絡ください。

家庭科クラブだより

３年生課題研究校内発表会の様子
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町の人口・世帯数

（平成25年12月１日現在）

　氏　名　　    　　    父 ・ 母 　行政区

岡田　真 奈　（まな）　康 志・裕 美　荒 町

瀬尾　杏 咲　（あずさ）　 隆 ・翠 里　平 舘

川口　珠 奈　（じゅな）　和 也・臣 紀　谷津作

菊地　 仁 　（じん）　広 巳・絵 里　吉野辺

割谷　柚 菜　（ゆずな）　優 太・裕 美　夏 井

根本　清 護　（せいご）　信 二・雪 江　湯 沢

（12月届出分）

　氏　　　名　　　　　年齢　　　　行政区

村　上　定　治　　　　６０　　　　飯豊下

（11月届出分）

宗　像　ス　イ　　　１００　　　　荒 町

福　田　武　雄　　　　８９　　　　中 通

宗　像　郁　朗　　　　６１　　　　小戸神

（12月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載
　しています。
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男性　　　5,129人（ 　 3 ）

女性　　　5,440人（ 　 0 ）

合計　　10,569 人（ 　 3 ）

世帯数　3,481世帯（ 　 0 ）

男性　　　5,120人（△９）

女性　　　5,426人（ △14）

合計　　10,546 人（ △23）

世帯数　3,476世帯（△５）

（平成26年1月１日現在）

小野小町ふるさと応援寄附金

　　「小野小町ふるさと応援寄附金」へご協力
　をいただき、小野町を応援していただいて
　います。
　　寄附金を納入いただき、広報紙への掲載
　承諾があった方は次のとおりです。

　　佐藤　幸雄　様（千葉県船橋市）
　　　　　　　

　この季節は、風邪などで体調を崩す人が多く、献
血者数が減少します。特に現在 400ml の献血数が
不足しています。これは、医療機関で 95％以上が
400ml 献血の血液を使用するためです。
　400ml 献血は、200ml 献血と比べ輸血を受ける
方の体への負担が少なく、発熱や発しんなどの副作
用が大幅に少なく、安全性が向上します。
　今後の献血予定は、２月 19日㊌と３月 16日㊐
ですので、ご協力お願いします。

実施日 時　間 場　所

２月19日㊌

午前10時から
午前11時30分まで 東栄化成

午後１時30分から
午後２時30分まで 日本クリーンシステム

午後３時30分から
午後４時30分まで 大東銀行

３月16日㊐

午前10時から
午前11時30分まで

おのタウン・コムコム
午後１時から
午後４時まで

問健康福祉課　☎７２‒６９３４

400ml 献血にご協力ください !!

※３月16日は、郡山信用金庫小野町支店の協賛によ
　り実施します。
・献血カードまたは献血手帳を持っている方は持参
　してください。いずれもお持ちではない方は、身
　分証（運転免許証など）を持参ください。

今後の献血日程

お誕生おめでとう

おくやみ申し上げます
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つるし雛飾り　なごみ展　
　　in コムコム開催中 !!　

2月 23日㊐まで（2月 19日㊌は休館日）
場所：おのタウン・コムコム地元館中央広場

この印刷物は、FSCこの印刷物は、FSC®の基準の基準
に従って認証された適切に管に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。だ用紙で印刷されています。

この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。


